X-ray spectrum analysis from X-ray tube by 正岡, 聖
TitleX線管からのスペクトル解析
Author(s)正岡, 聖







平成２５年度    京都大学化学研究所 スーパーコンピュータシステム 利用報告書 
 
X線管からのスペクトル解析 
X-ray spectrum analysis from X-ray tube 
化学研究所 先端ビームナノ化学センター 構造分子生物科学 正岡聖 
 
背景と目的 
CT の画質を悪くする原因として、X 線が被写体に照射されると、被写体を透過する際に低エネルギーの X
線はより多く吸収されるため、X 線の実効エネルギーが高くなるビームハードニングという現象がある。ビーム
ハードニングが起こると、X線の線質が変化するため物質の質量減弱係数に線形性が失われ、アーチファクト




























ンフィルター50 µm（D）の４種類のフィルターを使用して調べた。管電圧は 80kV と 100kVで行った。 
 
結果 
ビームハードニング効果は、D（W フィルター）が他の 3 つのフィルターよりも小さく、特に 80kVではかなり小
さく、効率的に抑えられていた。一方、被写体コントラストは A（現在使用しているフィルター）が最も良い結果
となった。再構成画像を調べると、Dにおいてはリングアーチファクトが見られ、CT画像としては十分な結果が
得られなかった。これは、タングステンの表面がタングステンの製法上荒くなってしまうということが影響してい
ると思われた。 
今後もさまざまなフィルターを用いて適性を調べていく予定である。 
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